
藤
井
高
尚
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て
（
続
）

藤
井高
尚
、
清
少
納
言
枕
冊
子
関
係
略
年
表

柿　
谷
　
雄
　
三

　
わ
た
く
し
は
、
か
つ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　

－
．
藤
韮
．
向
尚
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
碧
L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　2
「
藤
井
］
回
同
尚
と
清
少
納
言
枕
冊
子
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

の

小
論
に

お

い
て
、
1
で
は
、

吉
備
津
神
社蔵
、
高
尚
自
筆
『
枕
冊
子
新
釈
一
』
　
一
冊

岸
上
慎
二
博
士
蔵
、
高
尚
書
写
書
入
『
枕
冊
子
』
（
『
枕
草
子
校
本
』
）
五
冊

田中
重
太
郎
博
士
旧
蔵
、
高
尚
書
入
『
枕
草
子
春
曙
抄
』
十
二
冊
（
書
入
は
九
冊
目
ま
で
）

を
も
と
に
し
て
、
藤
井
高
尚
の
、
主
と
し
て
本
文
校
訂
に
関
す
る
態
度
や
古
本
（
三
巻
本
）
の
本
文
評
価
、
延
徳
本
（
三
巻
本
一
類
の
面

影を
有
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
古
写
本
）
の
校
合
等
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
。

　ま
た
2
で
は
、
高
尚
の
著
述
一
般
を
通
覧
し
て
、
『
消
息
文
例
』
、
『
松
屋
文
集
』
、
『
松
屋
文
後
集
』
、
『
三
の
し
る
べ
』
、
『
松
の
落
葉
』
等
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヨ
　

み
え
る
、
清
少
納
言
や
枕
冊
子
に
関
す
る
記
事
を
紹
介
し
、
飯
田
正
一
博
士
御
所
蔵
の
「
藤
井
高
尚
書
簡
」
な
ど
も
参
照
さ
せ
て
い
た
だ



き
な
が
ら
、
『
新
釈
』
こ
そ
未
完
で
あ
る
が
、
高
尚
に
と
っ
て
、
清
少
納
言
枕
冊
子
は
、
伊
勢
物
語
、
源
氏
物
語
、
古
A
7
和
歌
集
と
と
も
に
、

関
心
の
深
か
っ
た
古
典
文
学
の
一
つ
で
あ
る
旨
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
文
章
家
と
し
て
の
彼
が
、
枕
冊
子
の
す
ぐ
れ
た
文
章
、
文

体
に
深
く
傾
倒
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
高
尚
は
、
例
外
な
く
『
枕
冊
子
』
の
文
字
を
用
い
て
い
る
。

　
近年
、
岡
山
大
学
の
工
藤
進
思
郎
氏
は
、
ひ
ろ
く
、
藤
井
高
尚
全
般
に
わ
た
っ
て
考
察
を
究
め
ら
れ
、
そ
の
成
果
は
、
『
藤
井
高
尚
と
松

　
　
へ
る
　

屋派
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
本
書
は
高
尚
の
鈴
屋
入
門
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
『
消
息
文
例
』
の
成
立
、
『
三
の
し
る
べ
』
（
『
文
の
し
る
べ
』
）

な
ど
に
見
ら
れ
る
文
章
論
、
『
伊
勢
物
語
新
釈
』
の
方
法
、
さ
ら
に
は
、
清
水
宣
昭
の
源
氏
物
語
研
究
に
及
ぶ
労
作
で
あ
り
、
ま
た
昨
年
（
昭

和
六
十

二年
）
八
月
、
の
解
釈
学
会
全
国
大
会
に
お
い
て
は
、
「
藤
井
高
尚
の
解
釈
学
1
『
清
少
納
言
枕
冊
子
新
釈
』
を
中
心
に
l
」
の
ご

発表
が
あ
り
、
そ
の
要
旨
が
、
『
解
釈
』
（
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
号
）
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
。
か
く
し
て
藤
井
占
口
同
尚
の
古
典
研
究
に
関
し
て
、
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

こ
の
と
こ
ろ
一
段
と
研
究
が
深
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

　
以
下
に

掲げ
る
、
「
藤
井
高
尚
、
清
少
納
言
枕
冊
子
関
係
略
年
表
」
は
、
先
掲
、
拙
論
と
並
行
し
て
作
成
し
た
旧
稿
で
あ
る
が
、
拙
論
を
補

う
意
味
で
、
ま
た
ご
叱
正
を
い
た
だ
く
た
め
に
あ
え
て
示
す
こ
と
に
し
た
。

　注

三
．
難
女
顯
期
舞
研
究
論
集
・
聾
＝
粍
第
二
、
万
昭
和
四
±
年
二
・

（2
）
　
大
阪
私
立
短
期
大
学
協
会
「
研
究
報
告
集
』
（
第
一
四
集
）
昭
和
五
十
三
年
二
月

（3
）
　
飯
田
正
一
博
士
「
藤
井
高
尚
書
簡
集
」
（
　
）
～
（
四
三
国
文
学
研
究
』
第
五
十
五
集
～
第
五
十
八
集
・
昭
和
五
十
年
二
月
～
昭
和
五
十
一
年
二
月

（4
）
　
昭
和
六
十
一
年
五
月
十
五
日
発
行
、
風
間
書
房
刊

藤井
高
尚
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て
（
続
）



藤
井
高
尚
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て
〔
続
）

二

藤
井
高
尚
、
清
少
納
言
枕
冊
子
関
係
略
年
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
項

寛政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
　
三
十
七
歳

　
　　
　
寛
政
九
年
冬
か
ら
同
十
一
年
十
月
十
日
あ
ま
り
ま
で
、
執
筆
し
て
い
た
『
消
息
文
例
』

　
　　
　
刊
行
。
そ
の
中
に
、
枕
冊
子
の
本
文
（
春
曙
抄
に
よ
る
）
が
数
ヵ
所
引
用
さ
れ
て
い

　
　
　
　
る
。

文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
　
四
十
一
歳

　

八月

　
　　
　
塙
保
己
一
所
蔵
の
堺
本
（
窟
翰
本
）
を
江
戸
の
宿
で
人
に
う
つ
さ
せ
る
。
こ
の
こ
ろ

　
　
　　
か
ら
、
本
格
的
に
枕
冊
子
の
研
究
を
は
じ
め
る
。

九月
八
日

　
　　
こ
の
こ
ろ
、
江
戸
神
田
の
仲
町
足
立
屋
と
い
う
宿
で
、
門
人
河
本
宣
易
と
、
枕
冊
子

資
　
　
　
　
　
料

「消
息
文
例
』
枕
冊
子
引
用
箇
所

○
「
文
に
お
の
が
こ
と
を
い
ふ
例
」
（
上
巻
・
十
三
丁

オ
）
『
ま
ろ
』
、
○
「
文
に
さ
き
の
人
の
事
を
い
ひ
や
る

例
」
（
上
巻
・
十
五
丁
ウ
）
『
そ
こ
』
、
○
「
う
は
が
き
の

事
」
（
上
巻
・
十
八
丁
ウ
～
十
九
丁
オ
〉
、
○
「
先
日
ひ
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
2

と
日
」
（
下
巻
・
七
丁
オ
）
「
ひ
と
よ
」
、
○
「
子
細
訳
　
　
　
一

さ
る
や
う
　
ゆ
ゑ
」
（
下
巻
・
十
八
丁
ウ
三
よ
し
』
。

「

此本
は
保
己
一
検
校
塙
氏
の
も
た
る
を
か
り
て
大

江
戸
の

旅
の

やど
り
に
て
人
に
う
つ
さ
せ
た
る
也

　文
化
元
年
　
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
尚
」

（岸
上
慎
二
博
士
蔵
『
堺
本
枕
草
子
』
高
尚
自
筆
奥

書
に
よ
る
）

「

此

枕
冊
子
に
く
れ
な
ゐ
し
て
所
々
か
き
い
れ
た
る



本
文
の
読
み
合
せ
を
お
こ
な
い
、
校
本
五
冊
を
作
成
す
る
。

校合
に
使
わ
れ
て
い
る
本
は
、
加
藤
千
蔭
所
蔵
、
清
水
浜
臣
の
所
写
の
も
の
。
古
本

　
　
　
　
し
げ

（奈
佐
勝
皐蔵
、
屋
代
弘
賢
所
写
の
も
の
、
ー
三
巻
本
と
お
も
わ
れ
る
。
）
、
古
一
本

（奈
佐
勝
皐蔵
、
塙
保
己
一
所
写
の
も
の
）
、
震
翰
本
（
堺
本
）
な
ど
、
或
い
は
後
日

校合
し
た
も
の
か
も
わ
か
ら
な
い
が
、
亀
山
直
綱
蔵
、
三
井
寺
正
般
筆
「
延
徳
二
頗

五月
下
旬
写
之
畢
」
と
あ
る
本
（
三
巻
本
一
類
の
お
も
か
げ
を
も
つ
か
と
思
わ
れ
る
。
）

な
ど
で
あ
る
。

文
化
八
年
（
↓
八
一
こ
　
　
四
十
八
歳

　

四月

は
、
加
藤
千
蔭
の
も
た
る
ふ
る
き
う
つ
し
ま
き
を
、

清
水
浜
臣
の
写
し
た
る
を
、
又
う
つ
し
た
る
也
。
あ

ゐ
し
て
古
本
と
し
る
し
た
る
は
、
故
奈
佐
久
左
衛
門

日
下
部
の
勝
皐
と
い
ふ
人
の
、
つ
た
へ
も
た
り
し
い
と

ふ
る
き
う
つ
し
ま
き
を
、
屋
代
太
郎
弘
賢
の
う
つ
し

お

か

れ
た
る
を
か
り
て
も
の
せ
し
也
。
古
一
本
と
し

る
せ
る
は
同
じ
奈
佐
氏
の
本
を
、
検
校
塙
保
己
一
の

人
に
う
つ
さ
せ
お
き
た
る
を
か
り
て
よ
み
あ
は
せ
て

じ
る
せ
し
也
。
此
ふ
た
つ
は
ま
た
く
同
じ
か
る
べ
き

こ
と
わ
り
な
れ
ど
、
う
つ
す
た
び
く
に
か
き
あ
や

ま
る
も
の
に
し
あ
れ
ば
、
か
た
み
に
よ
き
あ
し
き
事

の有
な
り
。
古
本
と
有
（
古
一
力
）
本
と
ま
た
く
同
じ
　
　
　
4
3

き
所
は
古
本
の
か
た
を
し
る
せ
り
。
大
江
戸
の
神
田
　
　
　
　
一

の仲
町
と
い
ふ
所
な
る
足
立
屋
に
や
ど
り
を
り
て
、
河
本

宣易
と
・
も
に
よ
み
あ
は
せ
て
も
の
し
た
る
に
な
む
。

　文
化
元
年
九
月
八
日
　
　
　
　
　
藤
井
高
尚
」

「延
徳
本
と
い
ふ
は
直
綱
亀
山
氏
之
蔵
に
て
、
奥
に

延徳
二
鹸
五
月
下
旬
写
之
畢
と
あ
り
又
右
之
本
は
三

井寺
正
般
筆
跡
也
と
あ
り
」

（岸
上
慎
二
博
士
蔵
藤
井
高
尚
筆
『
枕
草
子
校
本
』

五
冊
の
一
冊
目
の
は
し
が
き
に
よ
る
）

「

松
屋大
人
著

藤井
高
尚
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て
（
続
）



藤井
高
尚
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て
（
続
）

四月
刊
の
『
お
く
れ
し
雁
』
（
初
版
は
文
化
四
年
）
の
奥
に
附
さ
れ
た
恵
比
須
屋
市
右

衛門
（
城
戸
千
楯
）
の
明
学
堂
和
書
目
録
に
、
「
枕
草
子
新
釈
追
彫
全
部
五
冊
」
と
し

て
掲
載
さ
れ
る
。

こ

の年
の
六
月
の
城
戸
千
楯
の
序
を
有
す
る
『
松
屋
文
集
』
上
下
二
冊
の
中
に
、
枕

冊
子
の影
響
を
受
け
た
か
と
思
わ
れ
る
文
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
「
夏
夜
と
い
ふ
事

を
」
（
上
巻
・
三
十
丁
ウ
）
「
遠
望
舎
の
詞
」
（
上
巻
・
十
三
丁
オ
）
「
柳
園
の
詞
」
（
上
巻
・

十
三
丁
ウ
）
「
閑
中
五
月
雨
と
い
ふ
題
を
」
（
上
巻
・
二
十
四
丁
ウ
）
な
ど
。

文
化十
四
年
（
一
八
一
七
）
五
十
四
歳

　
秋

　
　
　　
　
奈
良
の
大
原
民
声
の
求
め
に
ょ
り
、
「
清
少
納
言
之
碑
詞
」
を
記
す
。
大
野
孝
信

　
　
　　
の
清
少
納
言
霊
夢
伝
説
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
末
尾
に
、
『
枕
冊
子
新
釈
』
と
い
う
注

　
　
　
　
釈を
著
そ
う
と
し
て
、
あ
れ
こ
れ
古
い
本
を
校
合
し
て
い
た
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。

一

　
同
（
枕
草
子
）
新
釈
追
彫
全
部
五
冊

　
　

此
書は
至
て
正
し
き
古
本
を
も
っ
て
校
正
し
先
釈
の

　
　

是
非を
論
じ
、
新
な
る
考
を
挙
た
る
書
也
L

　
　　
（
『
お
く
れ
し
雁
』
文
化
八
年
版
附
載
「
明
学
堂
和
書

　
　
目
録
」
に
よ
る
。
）

『松
屋
文
集
』

　
「

夏夜
と
い
ふ
事
を
」

「

夏
は
よ
る
、
月
の
こ
ろ
は
さ
ら
な
り
と
清
少
納
言

の

い

ひ
け
る
、
さ
る
こ
と
そ
か
し
。
…
…
く
れ
は
て

、

夕
や
み
の
ほ
ど
は
、
し
ば
し
も
の
数
．
か
し
げ
な
　
一

れ
ど
…
…
月
出
て
は
、
ま
た
、
さ
ら
に
い
は
む
か
た
　
　
　
4
4

な
し
・
…
…
さ
る
を
り
し
も
・
か
と
い
ふ
む
し
の
な
　
一

のり
し
つ
・
来
る
ぞ
に
く
き
。
…
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
上
巻
∴
二
什
可
乃
オ
）

　
「清
少
納
言
之
碑
詞
」

　
　
　
タ
カ
ナ
ホ
ヤ
ク
う
サ
ウ
　

ン

　
ン

ン
サ
ク
　
ト
　

イ
フ
フ
ま
　
ヲ
　
　
ヵ
　
　
キ
　

ア
う

ハ
　
ス

　
　ト
　
　
ン

「…
…
高
尚
枕
冊
子
新
釈
登
云
書
遠
加
伎
著
須
止
之

テ
　
　
コ
レ
カ
レ
　
ト
　
フ
ル
キ
マ
キ
ド
モ
カ
ム
ガ
ヘ
ア
ハ
　
セ
　
　
チ
　
　
ル
　
コ
ロ
　
　
ン
　
　
モ
　
ニ
ノ
イ
シ
ブ
と
ノ
　
コ
ト
パ
　
タ

己
此
彼
登
古本
等
校
合
勢
乎
流
頃
斯
母
此
碑
乃
詞
遠

ト
イ
マ
ダ
ア
ヒ
と
ヌ
チ
う
ヒ
ト
ノ
コ
ヒ
オ
コ
セ
タ
ル
バ
カ
ノ
キ
ミ

登
伊
麻
太
相
見

努
奈良
人
能
乞
於
許
勢
多
留
波
彼
君

ノ
　
ヱ
タ
ヤ
　
ノ
　
ン
ル
イ
　
カ
　
　
ト
　
ウ
レ
ン
　
ミ
　
ウ
レ
シ
　
ミ
　
　
モ
　
　
カ
　
　
キ
　
シ
ル
　
シ
　
　
ッ

乃
霊
能
導
歎
止
歓
美
歓
美
毛
加
伎
記
志
都
…
」

（『

松
屋文
後
集
』
下
巻
・
三
什
仁
打
わ
）



文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
　
五
十
九
歳

　閏
正
月

　
　
　　
こ
の
こ
ろ
、
枕
冊
子
の
仕
事
は
、
か
な
り
難
渋
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

文

政
七年
（
一
八
二
四
）
　
六
十
一
歳

　十
一
月

　
　
　
　

「文
あ
は
せ
』
上
・
下
二
冊
（
片
岡
徳
編
、
初
版
、
文
政
四
年
刊
）
の
、
奥
に
、
「
松
乃

　
　
　
　
屋
藤
井高
尚
大
人
著
述
目
録
」
が
記
さ
れ
、
そ
の
中
に
、
「
枕
草
紙
新
釈
十
二
冊
」
と

　
　
　　
あ
り
、
以
前
五
冊
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
十
二
冊
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
春
曙
抄

　
　
　　
の
巻
数
に
準
拠
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
因
み
に
現
存
の
「
枕
冊
子
新
釈
一
』
は
春

　
　
　
　曙
抄
巻
一
に
相
当
す
る
。

清水
宣
昭
宛
書
簡
敵
頸
髄
怖
四
日
付
鰭
舗
一

二

枕
冊
子

注釈
、
書
懸
有
之
候
へ
共
、
手
及
兼
候

而
、
当
時
休
ミ
居
申
候
。
近
年
二
は
と
存
居
候
。
L

飯
田
正
一
博
士
「
藤
井
高
尚
書
簡
集
（
一
）
」
『
国
文
学
研
究
』
五
十
五
集
　
昭
和
五
〇
年
二
月
に
よ
る
。
〕

『文
あ
は
せ
』
下
の
奥

「文
政
七
甲
申
年
十
一
月
吉
旦

　
　
　
　
　
　
　
大
坂
本
町
堺
筋

　
　
　
　
　書
林
　
　
葛
城
宣
英
堂
奈
良
屋
長
兵
衛

松
乃
屋
藤
井
高
尚
大
人
著
述
目
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

枕
草
紙新
釈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
冊
　
　
　
　
4
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

源
氏
物
語
新
釈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
冊

古
A
7
集
新
釈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
冊

伊勢
物
語
新
釈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
冊

消息
文
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
冊

さ
き
草
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

文

　
合
　
　
　
鰍
M
碑
妖
杜
捌
右
に
わ
か
つ
　
二
冊

同
翫
謂
畦
預
迦
鳴
榴

松
及
や
家
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
冊

松
乃
や
文
集
　
　
酬
編
馴
株
　
　
　
　
　
　
　
二
冊

藤井
高
尚
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て
へ
続
）
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文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
　
六
十
三
歳

　
秋

　
　
　
　こ
の
年
の
秋
の
序
を
有
す
る
『
三
の
し
る
べ
』
の
下
に
よ
る
と
、
文
を
な
ら
う
に
は
、

　
　
　
　
清少
納
言
の
枕
冊
子
が
質
量
と
も
に
適
当
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
み
ら
れ
、
本
文
校
訂
、

　
　
　
　
注
釈を
ほ
ど
こ
し
た
「
枕
冊
子
ノ
新
釈
』
は
ま
だ
清
書
を
終
え
て
い
な
い
と
い
っ
て

　
　
　
　
い
る
。

日
本
紀
局
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

お
く
れ
し
属
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

大
被
後
々
釈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

弾物
さ
だ
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

浅
瀬
し
る
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

詞
の
花
か
た
み
紋
障
埴
勘
艇
　
　
　
　
　
四
冊
L

「

三
のし
る
ぺ
文
下
』

　
「文
の
し
る
べ
」

‥已
鐘
鰯
け
狸
1
8
饗
捜
共
霞
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
で
た
け
れ
ば
、
た
よ
り
よ
き
も
の
に
は
あ
り
け
る
。
　
　
　
一

ま
つ
は
じ
め
の
ほ
ど
は
、
こ
れ
に
よ
り
て
ま
な
ぶ
べ

く
、

　
此
冊
子も
板
に
ゑ
り
て
す
れ
る
本
、
み
な
わ
ろ
く

　
注も
よ
き
は
な
し
。
さ
る
か
ら
に
、
お
の
れ
江
戸

　
に

て

ふる
き
う
つ
し
ま
き
ど
も
さ
が
し
出
て
、
見

　わ
た
し
考
へ
た
、
・
し
お
け
る
に
、
注
を
も
の
し
て

　
枕
冊子
ノ
新
釈
と
名
づ
け
た
る
あ
り
。
世
に
ひ
ろ

　め
ん
と
す
れ
ど
も
、
い
ま
だ
き
よ
う
か
き
を
へ
ず
、

　
お

の

が

注
釈を
出
さ
ざ
る
こ
な
た
は
春
曙
抄
と
い

　
ふ本
を
見
る
べ
し
。



文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
　
六
十
五
歳

　
　
　
　こ
の
年
刊
行
の
『
松
屋
文
後
集
三
序
は
文
政
十
年
三
月
八
日
大
橋
長
廣
）
上
・
中
・

　
　
　
　下
三
冊
の
中
に
、
枕
冊
子
の
影
響
を
受
け
た
文
（
例
え
ば
、
「
春
雨
の
こ
・
ろ
を
」
（
中

　
　
　
　
巻
二
二
丁
ウ
、
「
蓮
の
詞
」
（
中
巻
・
十
八
丁
ウ
）
、
「
雪
見
の
こ
と
葉
」
（
中
巻
・
三
十
七

　
　
　
　丁
ウ
、
三
十
八
丁
オ
）
な
ど
）
が
見
ら
れ
、
「
清
少
納
言
之
碑
詞
」
（
下
巻
・
三
十
二
丁

　
　
　
　ウ
～
三
十
五
丁
オ
）
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
　
六
十
六
歳

　四
月

　
　
　
　

『

三

の
し
る
べ
』
上
・
中
・
下
三
冊
刊
行
。
そ
の
奥
に
附
せ
ら
れ
た
「
幸
之
倉
和
書

　
　
　
　目
録
」
国
学
書
林
　
恵
比
須
屋
市
右
衛
門
（
城
戸
千
楯
）
に
よ
る
と
、
依
然
と
し
て

　
　
　
　

「

松
屋
大
人

著
同
（
枕
草
子
）
新
釈
追
彫
全
部
五
冊
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

春
に
、
中
村
孫
三
郎
寛
が
序
を
書
い
て
い
る
『
松
の
落
葉
』
晒
鱗
一
巻
は
こ
の
年
刊

か
き
な
ら
は
ん
に
は
、
題
を
出
し
て
、
も
の
す
べ
し
。
L

　
　
　
　
　
　
　
　　
（
下
　
四
丁
ウ
・
五
丁
オ
）

『

松
屋文
後
集
』

　
「蓮
の
詞
」

「

池
の
は
ち
す
の
む
ら
さ
め
に
あ
ひ
た
る
を
、
こ
・

ち
よ
げ
な
る
も
の
の
た
と
へ
に
、
む
か
し
の
人
の
い

ひ
し
は
さ
る
こ
と
そ
か
し
。
ひ
ち
の
う
ち
よ
り
生
出

る
も
の
・
、
い
さ
・
か
も
に
ご
り
に
し
ま
ず
、
う
す

紅
の

い
ろ
の
い
ひ
し
ら
ず
き
よ
げ
に
咲
た
る
が
め
で

た
き
に
、
香
さ
へ
な
つ
か
し
く
、
葉
の
い
と
あ
を
や
　
　
　
一

か
に
て
、
き
ら
く
と
み
ゆ
る
露
の
、
し
ら
玉
雨
ふ
　
　
　
4
7

る
を
り
は
・
か
ず
そ
ひ
て
・
げ
に
こ
、
ち
よ
げ
に
も
・
　
一

す
．
・
し
げ
に
も
見
え
わ
た
れ
り
。
…
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
中
巻
十
八
丁
ウ
）

『松
の
落
葉
』

　
「

枕さ
う
し
」

中
こ
ろ
に
、
な
に
が
し
の
枕
さ
う
し
、
く
れ
が
し
の

ま
く
ら
さ
う
し
と
い
ふ
書
見
ゆ
れ
ば
、
ひ
と
く
さ
の

さ
う
し
に
ぞ
あ
り
け
る
。
そ
は
い
か
な
る
も
の
に
か

と
、
つ
ら
／
＼
考
る
に
、
枕
と
い
ふ
は
源
氏
ノ
物
語

の

桐壼
の
巻
に
「
や
ま
と
こ
と
の
は
を
も
、
も
ろ
こ

し
の
寄
を
も
、
た
，
・
そ
の
す
ぢ
を
ぞ
枕
ご
と
に
せ

藤井
高
尚
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て
（
続
）
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行
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
中
の
、
「
本
さ
う
し
」
（
巻
四
・
二
十
九
丁
ウ
）
、
「
枕
さ

う
し
」
（
巻
四
・
三
十
丁
オ
～
三
十
一
丁
オ
）
の
項
に
は
、
題
号
に
つ
い
て
の
考
察
が

見
ら
れ
、
「
い
ほ
り
」
（
巻
一
二
二
十
丁
オ
）
、
「
獅
子
狛
犬
」
（
巻
丁
三
十
六
丁
ウ
）
、
「
短

籍
」
（
巻
一
・
五
十
一
丁
オ
）
、
「
菊
の
き
せ
わ
た
」
（
巻
三
・
二
十
七
丁
ウ
）
、
「
あ
ゆ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ゲ
　
ノ

（巻三
・
三
十
九
丁
ウ
）
、
「
長
押
し
き
ゐ
」
（
巻
三
・
四
十
八
丁
ウ
）
、
「
神
の
宮
人
の

於
々
と
い
ふ
声
を
高
く
た
つ
る
事
」
（
巻
四
・
二
丁
オ
）
、
「
爽
竿
鉄
尺
」
（
巻
四
・
三
十

二丁
オ
）
、
「
扇
つ
か
ふ
は
な
め
き
わ
ざ
と
す
る
事
」
（
巻
四
・
五
十
三
丁
オ
）
な
ど
の

項
に
は
、
い
ず
れ
も
枕
冊
子
を
引
用
し
て
の
説
明
が
み
え
る
。
引
用
本
文
は
『
春
曙

抄
』
を
中
心
に
自
分
の
校
訂
文
を
も
用
い
て
い
る
。

さ
せ
た
ま
ふ
。
L
と
い
へ
る
ま
く
ら
に
て
、
つ
ね
の

も
て
あ
そ
び
ぐ
さ
に
す
る
こ
・
う
な
り
。
こ
れ
は
も

の

か
・

ぬ
さ
う
し
を
つ
く
り
て
、
つ
ね
に
か
た
へ
に

う
ち
お
き
て
、
見
き
・
す
る
こ
と
、
お
も
ひ
え
た
る

こ
と
．
・
も
を
、
わ
す
れ
ぬ
う
ち
に
、
そ
こ
は
か
と
な

く
か
き
つ
く
る
れ
う
の
さ
う
し
に
て
、
つ
ね
に
も
て

あ
つ
か
ふ
も
の
な
れ
ば
、
枕
冊
子
と
い
ひ
な
ら
へ
る

に
ぞ
あ
り
け
る
。
こ
と
さ
ら
に
か
き
あ
ら
は
せ
り
と

い

ふば
か
り
の
も
の
な
ら
ね
ば
、
書
の
名
も
な
く
、

た
“
そ
の
人
の
枕
さ
う
し
と
い
ふ
に
な
ん
。
さ
と
び

言
に
て
、
何
が
し
の
て
び
か
へ
と
い
ふ
や
う
の
こ
と

な
り
。
清
少
納
言
の
に
は
、
は
や
う
よ
り
注
釈
も
こ
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
か
れ
と
あ
れ
ど
、
枕
さ
う
し
と
い
ふ
ゆ
ゑ
を
、
み
　
　
　
↓

な
と
き
え
ざ
り
き
。
そ
の
書
に
「
枕
に
こ
そ
は
し
侍

ら
め
」
と
い
へ
る
は
、
「
枕
冊
子
に
こ
そ
は
」
と
い
ふ

べき
を
、
は
ぶ
き
て
い
へ
る
詞
に
て
、
そ
の
か
み
の

人
の
も
の
い
ひ
に
は
、
「
枕
」
と
の
み
も
い
ひ
た
り
け

ん
か
し
。
栄
花
ノ
物
語
わ
か
枝
の
巻
に
「
き
ぬ
の
つ

ま
か
さ
な
り
て
う
ち
い
だ
し
た
る
は
、
い
ろ
く
の

に
し
き
を
、
ま
く
ら
さ
う
し
に
つ
く
り
て
、
う
ち
お

き
た
ら
ん
や
う
な
り
」
と
見
え
た
る
も
、
も
の
か
・

ぬ
さ
う
し
を
つ
く
り
て
、
つ
ね
に
か
た
へ
に
う
ち
お

く
な
ら
ひ
の
あ
る
に
よ
り
て
、
か
く
は
い
へ
る
に
あ
ら

ずや
。
L
（
　
　
　
一
二
十
丁
オ
巻
四
　
　
．
’
二
十
一
丁
オ
）



天
保
六年
（
一
八
三
五
）
　
七
十
二
歳

　

二月

　
　
　
　
清
水
宣
昭
宛
に
手
紙
に
よ
る
と
、
『
枕
冊
子
新
釈
』
は
先
年
二
三
冊
書
き
か
け
た
も
の

　
　
　　
は
あ
る
が
、
『
伊
勢
物
語
新
釈
』
と
似
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
『
松
の
落
葉
』
の

　
　　
　
方
を
先
に
著
し
た
。
今
は
『
古
今
集
新
釈
』
に
と
り
か
か
っ
て
い
る
と
あ
っ
て
、
『
枕

　
　
　

冊
子
新釈
』
は
こ
の
と
こ
ろ
、
一
頓
挫
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

天
保
九年
（
一
八
三
八
）
　
七
十
五
歳

　
九月

　
　
　
　
健康
を
害
し
た
高
尚
は
『
枕
冊
子
新
釈
』
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
「
古
今
集
新
釈
』
の

　
　
　
　完
成
と
出
版
と
を
急
ぐ
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
前
年
二
月
十
九
日
の
大
塩
平
八
郎
の

　
　
　
　事
件
も
あ
っ
て
出
版
界
は
不
振
で
引
受
け
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
九
月
十
四
日
の
清

　
　
　
　水
宣
昭
宛
書
簡
に
よ
る
と
、
そ
れ
で
も
「
二
陳
」
と
し
て
次
の
仕
事
の
こ
と
を
書
い

　
　
　　
て
い
る
。
そ
の
中
に
「
枕
冊
子
春
曙
抄
補
正
」
の
こ
と
が
先
ず
最
初
に
書
か
れ
て
い

　
　
　　
る
。
「
本
文
数
本
校
合
ノ
是
非
ヲ
も
記
」
す
と
あ
る
か
ら
、
高
尚
自
筆
書
入
「
枕
草
子

　
　
　
　
春
曙抄
」
（
田
中
重
太
郎
博
士
旧
蔵
）
な
ど
は
そ
の
有
力
な
資
料
の
｝
つ
で
あ
っ
た
の

　
　
　
　
だ
ろ
う
か
。

天保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
　
七
十
七
歳

　
八月
十
五
日

　
　
　
　高
尚
、
枕
冊
子
の
著
述
を
未
完
成
の
ま
ま
宮
内
に
お
い
て
亡
く
な
る
。

清
水
宣
昭
宛
書
簡
ヨ
腺
猷
砕
日
付
　
　
鰭
踊
三
三

「

↓
『

枕
冊
子新
釈
』
は
先
年
二
一
二
冊
も
書
懸
候
。

其
節目
録
二
は
出
し
候
得
共
、
『
伊
勢
物
語
新
釈
』
と

似た
る
も
の
故
二
先
差
達
候
而
『
松
の
落
葉
』
著
申

候
。

扱
又寄
集
之
注
釈
か
・
ず
欠
候
故
、
『
古
今
集
新
釈
』

を
も
大
分
書
懸
申
候
へ
共
、
遠
遊
二
而
加
様
之
事
培

明

不申
、
他
出
ヲ
止
候
而
追
々
書
立
可
申
候
也
。
…
」

（
韓
詩
甦
鍾
講
繍
竃
L
δ
月
）

清
水
宣
昭
宛
書
簡
蒜
購
九
月
籍
四
五
　
↑

「

二陳
拙
子
も
今
少
し
の
残
生
二
候
へ
ば
、
志
候
も
　
　
　
一

の

可
成
丈書
置
候
志
二
御
坐
候
。

　
　
枕
冊
子春
曙
抄
補
正
二

　
　
　本
文
数
本
校
合
ノ
是
非
ヲ
も
記
。

　
　
万
葉
略
解
補
正

此
ニ
ツ
『
古
今
新
釈
』
ノ
次
二
出
し
候
事
。

其次
二
、

　
　
土

佐日
記
考
証
補
正

　
　

『さ
衣
物
語
』
古
写
本
数
本
校
合
正
本
」

（
誘
纂
擁
週
竃
麺
L
至
し

藤
井高
尚
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て
（
続
）


